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市の人口

（昭和58年6月1日現在）

50，473世帯（前月比43世帯増）

159，287人（前月比154人増）

79，433人

79，854人

世帯数

人口

男

女
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ト
児
童
数
の
増
加
に
対
処
し
増
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
岡
屋
小
学
校

－Ｊ

1億4,842万円を計上
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市
議
会
六
月
定
例
会
が
六
月
十
日
か
ら
二
十
一
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。
定
例
会
に
は
、
在
宅
痴
ほ
う
性
老
人
短
期
保
護
事

業
や
岡
屋
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
案
を
は
じ
め
、
宇
治
市
斎
場
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
の
十
二
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2
1
日
間
の
会
期
で

た
だ
い
ま
審
議
中

こ
の
定
例
会
に
は
、
五
十
八
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

案
を
は
じ
の
、
宇
治
市
斎
場
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
の
十

二
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
一
日
か
ら
各
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
三
十
日
に
本
会
議
で
議
決

さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
五

十
八
年
度
当
初
予
算
後
に
新
た

に
生
じ
た
事
業
、
補
助
金
の
内
定

の
あ
っ
た
事
業
や
赤
痢
対
策
事
業

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
ず
。
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特
に
、
赤
痢
対
策
事
業
は
補
正

予
算
第
一
号
で
千
七
百
五
十
万
円

か
計
上
1
蛋
し
た
が
、
そ
れ
以
後

も
患
者
の
発
生
が
あ
っ
た
た
め
病

院
へ
の
委
託
料
を
中
心
に
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
ね
た
き

り
老
人
に
引
き
続
い
て
、
在
宅
の

痴
ほ
う
性
老
人
を
七
日
間
を
限
度

に
短
期
保
護
す
る
事
業
費
や
岡
屋

小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
対
処
す

る
た
め
三
階
建
て
校
舎
（
普
通
教

室
三
室
）
の
増
築
工
事
費
、
西
宇

治
消
防
分
署
に
十
五
μ
の
は
し
ご

付
き
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
経
費
、

六
十
三
年
京
都
国
体
に
向
け
て

準
備
室
や
準
備
委
員
会
を
設
け
る

経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
総
額
は
、

一
億
四
千
八
百
四
十
二
万
三
千
円

で
、
こ
れ
に
よ
り
一
般
必
一
計
の
歳

入
歳
出
予
算
総
額
は
二
百
六
十
三

億
四
千
八
百
八
十
万
五
千
円
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の
変
更

で
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
の
校

舎
・
技
術
棟
・
屋
内
運
動
場
新
築

工
事
費
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の

あ
ら
ま
し

◇
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理

事
業
扶
助
に
二
百
四
十
五
万
五

千
円
。

◇
在
宅
痴
ほ
う
性
老
人
短
期
保
護

事
業
に
五
土
八
万
円
。

◇
伝
染
病
予
防
対
策
経
費
に
千
八

百
六
十
万
円
。

◇
は
し
ご
付
き
消
防
ポ
ン
プ
車
購

入
に
四
千
二
百
五
十
五
万
円
。

◇
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
模
型
作
成

委
託
料
に
五
百
万
円
。

◇
巨
椋
池
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

整
備
調
査
委
託
料
に
百
万
円

’
◇
文
化
財
緊
急
保
存
経
費
に
五
百

万
円
。

◇
国
体
準
備
経
費
に
三
百
万
円
。

◇
岡
屋
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
に

四
千
二
百
二
十
四
万
円
。
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拡
張
工
事
が
完
成

炭山

キャンプ

センター

テ
ン
ト
4
0
張
り
が
可
能
に

ト
完
成
し
た
新
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

市
教
育
委
員
会
が
三
月
末
か
ら

炭
山
滝
ノ
元
に
進
め
て
い
た
宇
治

市
炭
山
教
育
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

拡
張
工
事
が
こ
の
程
完
成
。
七
月

一
日
か
ら
便
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
四
十
二
年
旧
笠
取
第

二
小
学
校
跡
地
に
設
け
た
も
の
。

し
か
し
、
六
人
用
テ
ン
ト
で
十
張

り
分
の
狭
い
面
積
の
た
め
、
収
容

能
力
を
超
え
た
利
用
申
し
込
み
に

否
忿
航
ず
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
大
変
ご
墟
曼
痴
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
自
然
環
境
を
生
か
し

た
市
の
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
が
強

く
望
次
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン

プ
セ
ン
タ
ー
の
東
側
の
民
有
地
三

千
三
百
平
方
μ
を
確
保
し
、
シ
ー

ズ
ン
に
間
に
合
な
富
抵
張
工
事

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
新
キ
ャ
ン

プ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
面

積
は
四
倍
に
な
り
、
六
人
用
テ
ン

ト
四
十
張
ぴ
が
可
能
で
、
よ
り
多

く
の
青
少
年
団
体
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
は
、
整

控
原
乙
流
れ
て
い
た
谷
川
夕
整

備
、
谷
川
沿
い
を
テ
ン
ト
を
張
る

地
域
に
し
、
調
整
池
の
役
目
を
兼

ね
る
遊
水
池
（
七
十
平
方
μ
）
を

作
り
、
そ
ぐ
も
た
ち
が
水
遊
び
で

き
る
ぶ
っ
に
な
っ
て
ぃ
ま
す
。
他

に
、
プ
レ
ハ
ブ
平
屋
建
て
の
管
理

事
務
所
（
三
十
九
・
六
平
方
μ
）

や
便
所
、
給
水
設
備
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
て
ぃ
康
ｙ
。

将
来
は

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
キ

ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
は
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
活
動
広
場
に
使

う
こ
と
に
し
て
ぃ
ま
ず
。
ま
た
、

将
来
の
計
画
と
し
て
、
北
側
の
斜

面
を
切
り
開
き
テ
ン
ト
か
梁
る
地

域
に
し
、
谷
川
沿
い
の
地
域
に
ア

ス
レ
チ
″
ク
な
ど
の
遊
具
を
設
ほ

し
て
、
舌
七
た
ち
が
自
然
の
な

か
で
の
び
の
び
遊
べ
る
施
設
に
す

る
こ
と
か
考
え
て
ぃ
康
ｆ
ｙ
。

6月26日は

［
投
票
用
紙
」

白
色
は
比
例
代
表

薄
い
黄
色
は
選
挙
区

六
月
二
土
八
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
貨
百
で
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
わ
が
国
で
初
’
め
て
比
例
代
表
制
が
採
用
さ
れ
、
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
（
旧
全
国
区
）
は
白
色
の
促
爾
紙
に
誠
党
名
”
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
（
旧
地
方
区
）
は
薄
い
黄
色
の
潟
爾
紙
に
こ
れ
ま
刄
と
お
り
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
示
ｙ
。
選
挙
公
報
や
投
西
研
内
の
氏
名
掲
示
、
政
党
の
名
称
お
よ
び
略
称
の
掲
示
牽
よ
く
見
て
、
促
爾
紙
を
ま
ち
が
え
な
い
ぶ
フ
、
よ
ぐ
確
か
め
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

6月補正予算（案）

岡
屋
小
学
校
増
築
へ

参議院議員選挙投票

日
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激増する交通事故！

お母さんの手で防ごう

幼
児
か
ら
、
「
ぽ
ぐ
は
ど
こ

か
ら
生
書
れ
た
の
」
「
私
に
な

ぜ
チ
ン
チ
ン
が
な
い
の
」
と
聞

か
れ
、
思
わ
ず
ド
キ
″
と
し
た

親
も
い
ら
っ
し
や
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
、
「
橋
の
下
か
ら
拾

っ
て
き
た
の
」
と
か
、
｀
「
神
様

に
チ
ョ
キ
ン
と
切
ら
れ
た
の
」

「
い
や
ら
し
い
子
／
」
と
答
え

た
場
合
、
子
供
の
性
教
育
は
そ

の
第
一
歩
か
ら
失
敗
で
す
。

ま
た
、
幼
児
・
児
童
期
は
、

大
人
が
ま
ゆ
を
し
か
め
る
性
器

い
じ
り
と
自
慰
、
お
医
者
さ
ん

ご
っ
こ
と
解
剖
、
ス
カ
ー
ト
め

く
り
や
ト
イ
レ
の
ぞ
き
な
ど
の

行
動
に
及
び
ま
す
。
一
過
性
の

も
の
で
す
が
、
相
手
か
嫌
が
る

行
為
に
は
指
導
が
必
要
で
す
。

こ
の
指
導
で
大
切
な
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

　
今
年
に
入
っ
で
五
月
ま
で
に
市

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
三

百
五
十
三
件
、
死
者
一
人
、
負
傷

者
は
四
百
二
十
七
人
。
昨
年
に
比

べ
で
発
生
件
数
が
六
十
七
件
、
負

傷
者
が
七
十
九
人
息
泥
で
い
ま

す
。

　
こ
の
激
増
す
る
交
通
事
故
か
市

民
み
ん
な
で
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
と
く
に
、
お
に
さ
ん
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
手
否
京
す
一
方
、

牛
活
の
中
で
、
子
供
に
事
故
に
遭

～2～

幼児・児童期の性

大
人
の
古
い
性
観

念
で
対
処
す
る
と

子
供
の
性
そ
の
も

の
忿
歪
め
て
し
ま

渡るまえは、左右をよく見て

は
性
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
次
性
徴
の
精
通
や
初
潮
な

戸
が
始
ま
る
小
学
校
三
、
四
年

生
頃
か
ら
、
ま
ず
男
女
交
際
の

問
題
で
、
「
あ
の
、
好
真
孚

が
い
る
ん
や
」
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
タ
渡

す
方
法
を
教
え
て
」
「
僕
の
好

き
な
子
が
僕
の
友
だ
ち
を
好
き

指
導
は
「
あ
わ
て
ず
、

わ
な
い
用
心
深
さ
を
習
慣
つ
け
、

お
母
さ
ん
の
力
で
交
通
安
全
の
輪

か
広
げ
ま
し
ょ
ゑ

▼
運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。
飲
酒
運
転
や
採
惑
駐
車

は
禁
止
。
安
全
速
度
は
厳
守
。

▼
自
転
車
の
利
用
者
へ

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
Ｌ
ぞ

乗
り
ま
し
Ｈ
う
。
信
忌
拡
ず
守

る
こ
と
。
交
差
点
で
は
左
右
確
認
。

▼
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

正
し
い
横
断
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

市内の交通事故発生状況（58年1月～5月）

発生件数死者 負傷者数

昭和58年
件353

人1
人427

昭和57年 286 1 348

前年対比 十67 － 十79

概
し
て
性
機
能

が
禾
熟
で
す
か

ら
内
面
的
な
悩

み
と
は
い
え
軽

い
も
の
で
す
。

ま
た
．
早
熟
性
一

怠
防
ば
特
桓

突
出
し
た
傾
旦

で
は
な
ぐ
、
夕

逃
げ
ず
、
間
違
わ
ず
」
で

夏
期
貸
し
付
け

牟
吝
に
お
困
り
の
世
帯
に
、

「
く
β
し
の
資
金
」
の
夏
期
貸

し
付
け
を
し
ま
す
。

今
年
は
、
赤
痢
流
行
に
よ
っ

国 保

う
こ
と
で
す
。
「
あ
わ
て
ず
、

逃
げ
ず
、
間
違
わ
ず
」
の
姿
勢

で
指
導
す
る
こ
と
で
す
。
自
信

が
な
い
と
嘆
か
な
い
で
、
「
学

校
で
教
え
て
ぐ
れ
る
わ
」
と
逃

げ
な
い
で
、
親
も
勉
強
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

3
・
4
年
生
か
ら

男
女
交
際
で
相
談

幼
児
期
前
後
の
子
ど
も
か
ら

に
な
っ
た
・
・
・
」
「
私
、
失
恋
し

た
の
」
な
ど
の
相
談
が
入
り
始

め
ま
す
。

次
い
で
、
生
理
や
性
器
と
は
、

ポ
ル
ノ
と
は
、
と
い
っ
た
知
識

欲
求
や
、
「
ど
フ
し
て
子
供
が
出

来
る
の
か
」
「
セ
ッ
ク
ス
と
は

何
か
」
「
女
の
子
に
触
れ
た
い
」

「
オ
ナ
ニ
ー
の
仕
方
を
教
え
て
」

と
い
っ
た
相
談
も
出
始
め
康
ｙ
。

小
学
生
の
こ
れ
ら
の
相
談
は

6月27日から

て
休
職
な
芦
弟
む
舎
兄
な
い
理

由
で
収
入
が
減
り
、
生
活
が
苦

し
い
世
帯
の
救
済
を
考
慮
し
て

例
年
よ
り
時
期
か
皐
め
て
行
い

半
日
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
募
集

市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見

と
早
期
予
防
を
進
め
る
た
め
、
五

十
五
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
を
対
象
に
半
日
人
間
ド
″

ク
検
診
料
補
助
制
度
を
設
け
、
検

診
料
の
七
割
を
補
助
し
て
い
ま
で
。

今
年
度
は
、
定
員
を
五
十
人
増
や

し
二
百
人
に
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
・
・
・
①
検
診
日
に
、
宇
治
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し
ろ
吉
右
の
原
点
に
は
、
7
無
石
の
目
の
前

性
の
平
均
像
と
の
モ
デ
ル
と
な
る
父
母
に
、
豊

い
え
ま
す
。
さ
て
、
親
か
ら
み

で
戸
多
で
し
ょ
ラ
か
。
「
小
学

生
の
く
せ
に
不
潔
、
異
常
」
と

見
る
の
で
し
た
ら
、
現
代
の
子

ど
も
を
取
り
ま
く
環
境
と
大
人

社
会
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

大
切
な
異
性
と
し

て
の
父
母
の
存
在

幼
児
・
児
童
期
の
性
教
育
の

か
な
夫
婦
愛
客
薙
と
し
た
異

性
と
し
て
の
父
親
と
母
親
の
存

在
が
決
定
的
に
大
切
で
す
。

父
母
を
モ
デ
ル
に
、
子
μ
も

の
性
意
識
は
発
達
し
、
そ
し
て

社
会
環
境
の
中
で
育
ぐ
ま
れ
ま

す
。
（
つ
づ
く
）

宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
（
0
7

7
4
⑩
0
8
0
0
番
）
。
青
少

年
の
悩
み
・
相
談
を
受
け
ま
ず
。

市
の
国
保
に
継
続
し
て
1
年
以
上

加
入
し
て
い
る
人
で
、
4
0
歳
以
上

6
5
歳
未
満
の
人
②
検
診
日
に
入
院

ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人
。
な

お
、
昨
年
こ
の
制
度
で
受
診
さ
れ

た
人
は
利
用
で
呈
笹
ん
▼
検
診

内
容
…
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
で

成
人
病
を
中
心
と
し
た
総
合
健
康

診
断
を
4
時
間
ほ
ど
▼
検
診
日
…

9
月
1
日
か
ら
5
9
年
3
月
3
1
日
ま

で
の
希
望
日
。
た
だ
し
希
望
日
以

外
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
ず
▼
検

ま
ず
。

▼
貸
付
金
額
・
・
・
夏
期
と
年
末

兌
Ｂ
せ
て
年
間
十
万
円
以
内

▼
貸
し
付
け
条
件
・
・
・
無
利
子
、

無
担
保
、
返
済
は
4
ヵ
月
据
え

肝
一
い
た
あ
と
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返

済
▼
貸
し
付
け
対
象
・
・
・
年
活
保

護
基
準
の
□
倍
以
内
の
収
入
で
、

夏
期
ボ
ー
ナ
ス
の
な
い
世
帯
。

牛
弱
保
護
世
帯
は
対
象
外
。
ま

診
費
用
・
：
検
診
料
の
7
割
補
助
で
、

男
子
は
一
万
八
百
円
、
女
子
は
一

万
于
七
百
円
の
負
担
▼
定
員
・
：
2

百
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

7
月
1
日
か
ら
。
印
鑑
と
保
険
証

か
石
っ
て
保
険
年
金
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
電
話
で
申
し
込
め

求
ふ
、
後
日
来
庁
し
手
替
じ

て
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

市
営
住
宅
空
家

入
居
者
募
集

今
年
度
に
生
じ
る
空
家
へ
の
入

居
予
定
者
奪
″
集
し
ま
す
。

▼
募
集
戸
数
・
：
第
一
種
住
宅
6

戸
、
筥
一
種
住
宅
1
5
戸
ｙ
家
賃
・
・
・

お
知
ら
せ

宇
治
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

障
害
児
の
た
め
の
「
宇
治
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
」
に
参
加
、
協
力
し

て
い
た
だ
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
募

朱
Ｉ
ヂ
。

▼
と
き
…
7
月
2
4
、
2
6
日
、
8

月
2
、
9
、
1
8
、
2
3
、
3
0
日
の
7

回
で
、
時
間
は
午
前
9
時
半
～
午

後
零
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
小
学

校
▼
内
容
・
：
主
に
プ
ー
ル
遊
び
▼

連
絡
先
…
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

（
酋
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談

▼
と
き
・
・
・
7
月
1
日
、
午
後
1

断
及
び
、
補
装
具
の
修
理
や
翌
に

相
談
。

＊
体
障
害
者
吏
帳
の
交
付
と
再

交
付
申
請
に
は
印
鑑
と
顔
写
真
一

枚
（
縦
4
？
Ｘ
横
3
ｔ
）
゛
が
、
補

装
具
の
交
付
申
請
に
は
印
鑑
が
必

要
で
す
。
補
装
具
の
修
理
や
適
合

相
談
に
は
補
装
具
か
痔
参
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

育
成
学
級
夏
期

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
期
間
…
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1

日
（
日
曜
日
と
8
月
1
3
日
～
1
6
日

か
際
く
）
▼
時
間
・
：
午
前
9
時
～

午
後
5
時
▼
対
象
・
：
大
学
生
▼
募

集
人
数
…
2
7
人
▼
甲
し
込
み
・
・
・
6

月
八
一
日
ま
で
に
、
本
人
が
履
歴
書

を
も
っ
て
社
会
教
育
課
育
成
指
導

係
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

た
、
既
に
貸
し
付
け
な
受
け
て

い
る
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額

以
必
返
済
し
て
い
な
け
れ
ば

今
回
は
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

▼
申
し
込
み
・
・
・
最
寄
り
の
民
生

委
員
さ
ん
と
相
談
の
う
え
、
申

込
書
に
住
民
票
參
ｙ
を
6
月

2
7
日
か
ら
7
月
9
日
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
心
一
へ
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
貸
付
日
は
7
月
1
8
日
。

第
一
種
住
宅
＝
月
額
九
千
九
百
円

～
二
万
二
千
円
、
第
二
種
住
宅
ａ

月
額
六
千
五
百
円
～
九
士
〈
百
円

▼
申
込
資
格
・
・
・
住
宅
に
困
っ
て
い

る
市
内
在
住
者
で
、
同
居
者
ま
た

は
同
居
し
ぷ
7
と
す
る
親
族
（
内

縁
関
係
や
婚
約
者
も
含
む
）
が
あ

り
、
基
準
収
入
以
内
（
第
一
種
は

月
額
八
万
七
千
円
以
上
十
四
万
一

千
円
以
下
、
第
二
種
は
月
額
八
万

七
千
円
以
下
）
で
、
市
内
に
Ｉ
ハ

の
保
証
人
が
い
る
人
▼
申
し
込
み

・
：
＜
£
＞
月
2
7
日
側
～
7
月
9
日
出
、

申
込
用
紙
の
交
付
お
よ
び
、
お

問
い
合
わ
せ
は
期
間
中
に
営
繕
課

住
宅
係
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
営
繕
課
）

小
学
校
プ
ー
ル
管
理

補
助
員
募
集

▼
資
格
・
：
1
8
歳
以
上
の
男
子
ま

た
は
女
子
▼
期
間
・
：
7
月
2
1
日
か

ら
8
月
3
1
日
ま
で
の
う
ち
1
3
日
間
。

▼
賃
金
・
：
日
額
三
千
五
百
円
▼
勤

務
時
間
…
午
前
8
時
半
か
ら
午
後

4
時
半
▼
勤
務
内
容
・
・
・
児
童
の
水

泳
監
視
、
プ
ー
ル
施
設
の
整
備
点

検
な
ど
▼
申
し
込
み
…
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
児

童
文
学
サ
’
‐
‐
‘
ク
ル
と
共
催
で

児
童
文
学
講
演
会
一
を
開
催
。

三種混合予防接種

6月24日吻・・・保健医療センター

3ヵ月児健診

6月乙；に：｝保健医療セッター

乳児相談

6月23日俐…広野公民分館

以後の実施については、今後

の市政だよりでお知らせします。

くゎしいことは、保健衛生課へ

お問い合わせください。

（保健衛生課）

赤痢禍のため、保健予防年間

日程表でお知らせした次の事業

は中止します。

日本脳炎予防接種

6月22日困…伊勢田公民分館

23日俐…小倉公民館と保健

医療センター

24日吻…一の坪集会所

25日出…保健医療センター

27日（月）…東宇治幼稚園

28日（灯・・旦椋公会堂

29日出…西小倉集会所

赤
痢
発
生
で
中
止
す
る

保
健
予
防
事
業

真
奎
添
え
て
6
月
3
0
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
総
務
課
へ
。

（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

警
察
官
募
集

▼
特
別
採
用
（
男
子
5
0
人
）
・
・
・

昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か
ら
4
0
年
4

月
1
日
ま
で
に
ｉ
壬
岩
た
人
。
学

歴
不
問
。
昭
和
5
8
年
1
0
月
1
日
に

採
用
予
定
。

▼
大
卒
者
採
用
（
男
子
9
0
人
）

・
：
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
か
ら
3
7
年

横
川
寿
美
子
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
：
直
接
会
場
へ
お
越
Ｌ
｝
ぐ

だ
さ
い
▼
保
育
・
・
・
2
歳
児
以

上
1
5
人
を
保
育
。
申

し
込
み
は
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
幼
児
名
、

生
年
月
日
を
書
き
、

6
月
2
5
ｍ
ま
で
に
辻

康
子
さ
ん
（
五
。
庄

京
大
宿
舎
3
4
4
）
へ
。

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

大
学
卒
業
者
ま
た
は
、
来
年
3
月

に
卒
業
見
込
み
の
人
。
昭
和
5
9
年

4
月
1
日
に
採
用
予
罵

受
験
申
込
期
間
は
、
両
方
と
も

6
月
2
5
Ｅ
ま
で
。
（
里
誓
祭
署
）

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槇
島

賃
貸
住
宅
入
居
募
集

近
鉄
向
島
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
の

棋
島
町
本
屋
敷
の
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
横
島
の
申
込
案
内
書
が
六
月
二

十
四
日
か
ら
配
布
さ
れ
ま
ず
。

▼
募
集
戸
数
・
：
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
1
5
3
戸

4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
2
8
戸
▼
家
皆
Ｔ
3
Ｌ
Ｄ

Ｋ
当
初
（
六
万
五
千
八
百
円
か
ら
）
、

4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
当
初
（
八
万
五
百
円
か

ら
）
▼
敷
金
・
・
・
家
賃
の
3
ヵ
月
分
。

入
居
は
8
月
下
旬
頃
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
・
都

市
整
備
公
団
、
住
宅
募
集
セ
ン
タ

ー
賃
貸
募
集
課
（
昔
0
6
剛
3
4

5
6
）
へ
。

（
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
）

206

く
ら
し
の
資
金

児童文学講演会
宇治市公民館

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら
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